
令和5年度入学者選抜学力検査 【本試験】解説と解答 (注)解き方の一例です。

次の各問いに答えなさい。
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(4)2つの関数ν=α″2,ν =_÷ について,"の値が 1か ら 3ま で増加するときの変化の
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(7)下の図で,点 Aと 点 Bは円 0の周上にあり,直線 BCは円 0に接 している。

∠OAC=37° , ∠BCA=15° ′)と き, ∠OAB= チ ツ
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である。

A

Ч

直

コ
け

(8)

o4\tru.0{ 9t絡育5ざ
・ 7をしてレヽうのて`l鯨 Bc(J、 Rο l

ム03C
"ξ

ミ
|~｀

04二 θ

'こ

半を多Fひリ

∠οから,∠ |
下の図で,'′∠tBc=

ο′ル=%ヽなげう。

a Incptu'vxt-
2だ +37+tF

2だ 3『

π′|?
90°

,
AB=3,BC二

"/e , cn:z<b
である。

多

1図 がジ,

ヤfο '′
わ

辞笠二五

1泣 のヽ
ヽ
んのシラn子夕の

巧ノんセう4S(手
D、「3nンИン3・r5「 爬

qO・

ア

ACD=

, BD=

∠

この とき,AD=

D

形み>片ぅし彰分pιt毛晨に
なゎる、にtЁヒ

「
る′

手
「

、＼る が来笏 ル IZ笏♪仔 中
て下ぅf^´

ノ
‐

へ加 cl手 4『 ο'?υ
°
「

~げレ

ニ幣あa｀民ノカl・ ルリ

s'+ (E)- 1m = >R 
o

/`>ダ ルD〕 グ
/｀

"

C

一

一
ス
ノ
一

―

Ｉ

Ｊ

一

′

´

と

0
ど ∫

ノ

′
　

　

　

　

　

　

　

′

ハ
メ

　

　

′

4ι
,

メ

C
の
ｎ
ン

″

，

ノ
ィ
月い

F 「
‐‐

「
″`ゝ

D△4じ IЭ も乙メc,´ 7υ
ク

|さ

いづヴ

4)・ (2約
2■ ナ' レキチ'

団め`り)△ ルトC∽ハ みcB∽△ c巨 して
｀`あみ。

ト

ふっ
~t

VE= d,L>, {vf,'.ts a DYDttr tDPfr=f o'ghS
ド~  .__

う)ご ハ13)=マ 3

l

% → 3で
,3-〉 π'|

(2、助
〕
十1

躊=2ル 、ひ⇒ 3J‐

`→

Ч>D_
√

∠ゝ
/1~仁LE)(fl通lングいいグc棒のこ多1負I夕 し73 MZ｀

こ

1́>

,

l)l== 9tt

Bフ 2

1

卜 つ   l
レ lケニ

l

llノ   |

2 :ぐヽ

lθ

′ヽ
・

I

I   
「

~―

|  フD刊 13
ヽ
こ

に
l γ

ひつ し 、

》

「

~｀

>J3 材 γ矛

民 _υ
′

一←―‐

2ノ /

IZ脅 3(。

′

ヽ

。
　

（Ｕ



2 1 図 1の ように,関数 ν=α
“
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(3)図 2の ように,υ 軸上を動く点P(0声 )(`>0)が ある。
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1 

野菜や果物の皮などの捨てる部分を廃棄部といい,廃棄部を除いた食べられる部分を可食部と

いう。廃棄部に含まれる食物繊維の割合は高く,エ ネルギーの割合は低い。そのため,可食部に

含まれる食物繊維の割合は低く,エネルギーの割合は高い。

ある野菜 Aの廃棄部と可食部それぞれの食物繊維の含有量とエネルギーを調べる。このとき,

次の各問いに答えなさい。

(1)廃棄部 40gあたりの食物繊維の合有量を調べたところ,3.08gで あった。廃棄部における

食物繊維の含有量の割合は
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(2)下の表は,野菜 Aと 可食部それぞれの 100gあ たりの食物繊維の含有量とエネルギーを示し

たものである。

この表 と(1)の 結果 用 い 野 A200gに お る可食部の ウエオさは g,廃棄部の

重さは カ キ gで ある。また,廃棄部 100gあ た りのエネルギーは kcalで ある。
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4 図 1の よ うに,1辺の長 さが 2cmの 立方体 ABCD―EFGHが ある。辺 AD,AB上 にそれぞれ

点 I,Jがあ り,AI=AJ=lcmで ある。3点 G,I,Jを通る平而でこの立体を切ると,切 り口

は五角形 IJKGLに なる。
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このとき,次の各問いに答えなさい。

(1)図 2は この立方体の展開図の一部である。図 2において,3点 J,K,Gは一直線上にある

ため,BK= cmである。
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(2)図 3の ように,図 1の立方体の面 ABFEと 面AEHDをそれぞれ共有 している2つの直方体

を考える。ただし,4点 M,J,I,Nは 一直線上にあるとする。
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Ĺ4_

薗タリ膠J=|′ 鉢'ぁ た・2

Fめ
｀
リ

´ヾ

「V2E
'」

ン メ

´
／

１

ヽ

2
メフメ| x2

ユ G 多 >

■

つ
〓

‘

一

q

この とき,三 角錐 G…CMNの 体積 は cm3で あ り,三 角錐 C‐BJKの 体積 は

cmOで ある。
″

三n _QMく の
＼

J υ

2
の |「

(3)図 4の よ うに,図 1の 五角形 IJKGLを 底面 とす る工角錐 C―IJKGLを 考える。五角錐

C一

A   I

-12-

cm2である。

三氏錐M―多Кル″:統EYrLftE
耽 ff.罰豹ぬ 3に 融よ
が`M3の 三角乞 |レグι
イオ外鷺ギある拗｀`

ち
フ

|ヨガリBJユ |′ ラK‐ 7
M13テ 1手 め``ゞ

ハ 与ゞ |)ス |

ヽ /′  りヽ  /

五角錐ο―I黙ぅにの統須
毛7し萌針 .T(7
三凝lc車:G Cトイト1効 り`′

三1年錐 M_ラ IK丁′
多角ez c_ら K.′

ュ負夕蓼N´ DァL
三′気e維:(9=レ πL

tp々、し、Fもめ1多写ししヽヵで`1′ り    ヽ       ′

V-2L-2Vノ
2_
´`

一 つく
a  `″

1

シ

料

‐
Ｈ

3J
×
′
　

― GF

rヽ、

Ⅵ

3-えメ

21

0
J

g

ヽ
(J'

ウ

エ

オ

カ

キ

ク
(4)五角形 IJKGLの面積は

じ衡磁 C-7JК
_2=

|ら しの″魚 旦

n

Cd
3

E[___

ヱ



A

「

~｀

3J2

「

｀

ノ2

r~~

マ13

2ヽ

r~~

ザ|タ

L

つ
J

F
J

卜4Gン NGニ

Or

ヽ

「
「

／
ｔ

ヒ十ノこと|ガ ヴ′MJ'Jア
「

アN=ガ 2 よっマ IⅥ N r 3Jノ

芋ト 22__← η "=
ν  ｀ ~

lで 、

! う
′

Lノ

, ′     ′

よつて △ M脅 劇(ず、M6=N6二 屍 ′MN=ノ ちヾしのル写 シニ為
ツ

て｀`
あり。

ガ6ろヽ
、`ヽ ヽ  ` 1

′               ノ  ./´                  _

4阜分MN子・ 堆髯早qOて下ラJし
6_「■,

r、隔〕L ri梨_生ド ニ
V`://   `.2-/

、́   /簗
/く 一 ニ タ ー

1′   % ~
?(∠

″乙ノ=
∈′

ノ～

ハ
′

　

′
「

‐
　

、Ｌ
ノ

ゝ
」 坤 G卜|=―き一メ雅ブツ _旦Zl …   あ  …  2ヾ  2

1週 δ♭
｀
JK〃 卜lo′ πLグ M G ttαて

｀

∧ IⅥ KJ多 4・上綽ノ△ M卜JCつ △Чの｀ の△ίし|＼ l
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